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1. 検討方針

 「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方提言」等を踏まえ、本沿岸における計画外力の検討方針を設定。

項 目 「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方提言」 内容 検討方針（案）

海岸保全の目標

気候変動を踏まえた海岸保全の基本的な方針（本文P12,4.）
海岸保全の目標は、２℃上昇相当（RCP2.6）を前提としつつ、広
域的・総合的な視点からの取組は、平均海面水位が2100 年に１m 
程度上昇する予測（４℃上昇相当（RCP8.5））も考慮し、長期的
視点から関連する分野とも連携することが重要である。

・RCP2.6(2℃上昇相当)とする。
・RCP8.5(4℃上昇相当) も考慮する

評価時点 ・2100年（21世紀末）

海面水位

高潮対策・津波対策（本文P15,（1））
平均海面水位は徐々に上昇し、その影響は継続して作用し、計画
高潮位にも設計津波の水位にも影響する。長期的に、平均海面水
位は上昇し、数百年単位で元に戻ることがないと予測されること
から、ハード対策とソフト対策を組み合わせ、今後整備・更新し
ていく海岸保全施設（堤防、護岸、離岸堤等）については、手戻
りのないように整備・更新時点における最新の朔望平均満潮位に、
施設の耐用年数の間に将来的に予測される平均海面水位の上昇量
を加味するべきである。

・最新の朔望平均満潮位に、2100年
（21世紀末）に予測される平均海面水
位の上昇量を加える。

潮位偏差
(計画偏差)

高潮対策・津波対策（本文P15,（1））
潮位偏差や高波は、台風や低気圧が発生した場合に顕著に影響が
現れるため、いつ想定した極値が生起するかはわからない。また、
現時点では、将来の潮位偏差や波浪の長期変化量の予測は平均海
面水位の上昇量に比べて不確実性が高いが施設設計への影響は大
きい。今後、研究成果の蓄積を踏まえ、最新の研究成果やd4PDF 
等による気候予測結果を活用し、将来的に予測される潮位偏差や
波浪を推算し対策を検討すべきである。

・気候変動の影響を考慮した大規模ア
ンサンブル気候予測データベース
（d4PDF等）を活用して、将来的に予
測される変動量を推算する。

※現行計画の水準（安全度）を下回ら
ないよう留意する。

波浪
（計画波）
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2. 海面水位の評価（朔望平均満潮位の更新）

 朔望平均満潮位は、各沿岸直近の小松島検潮所（気象庁）等の近年の観測値を用いて設定する。
 2021年を起点とした2100年までの平均海面水位上昇量は、平均潮位の上昇のトレンドと、気象庁が「日本の気候変

動2020」で公表している20世紀末から21世紀末までの平均海面水位上昇量の予測値を考慮して設定する。
 気候変動を踏まえた朔望平均満潮位は、上記の朔望平均満潮位に平均海面水位上昇量を加えて設定する。

■気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言

各沿岸近傍の検潮所を対象に、最新の近5ヶ年
の観測値を用いて、朔望平均満潮位を設定す
る。

1)朔望平均満潮位

平均潮位の上昇トレンドと、気象庁が「日本
の気候変動2020」で公表している20世紀末か
ら21世紀末までの平均海面上昇量の予測値を
考慮して設定する。

2)平均海面上昇量

3)気候変動を踏まえた朔望平均満潮位

上記、1)の朔望平均満潮位に2)の平均海面上
昇量を加えて設定する。

• 2.1 気候変動を踏まえた朔望平均満潮位の設定の考え方
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2. 平均海面上昇量の評価（朔望平均満潮位の更新）

 当県沿岸近傍には、気象庁所管の高松、小松島、阿波由岐検潮所があり、各月の朔望平均満潮位（1998年以降）
が公表されている。讃岐阿波沿岸には、香川県所管の三本松検潮所がある。

 最新の近5ヶ年（2017年から2021年まで）の値を平均して朔望平均満潮位を設定する。平均期間を変化させた場合
の差は概ね1cm程度であり、期間の取り方による影響は小さいことから、気象庁の考え方にならうことで統一する。

• 2.2 最新（2021年時点）の朔望平均満潮位の設定

平均期間別の朔望平均満潮位

沿岸 検潮所
平均期間別の朔望平均満潮位（T.P.m）

近5ケ年
(2017〜2021)

近10ケ年
(2012〜2021)

近15ヶ年
(2007〜2021)

近20ケ年
(2002〜2021)

讃岐
阿波

高松（気象庁） 1.280 1.280 1.268 1.270

三本松（香川県） 1.066 − − −
紀伊
⽔道⻄

小松島
（気象庁） 0.911 0.920 0.905 0.904

海部灘 阿波由岐
（気象庁） 0.944 0.953 0.941 ー

1

1.05

1.1

1.15

1.2

1.25

1.3

1.35

1.4

1
99

8

1
99

9

2
00

0

2
00

1

2
00

2

2
00

3

2
00

4

2
00

5

2
00

6

2
00

7

2
00

8

2
00

9

2
01

0

2
01

1

2
01

2

2
01

3

2
01

4

2
01

5

2
01

6

2
01

7

2
01

8

2
01

9

2
02

0

2
02

1

潮
位

(T
.
P.

m)

年

朔望平均満潮位 近5ヶ年平均 近10ヶ年平均

近15ヶ年平均 近20ヶ年平均

0.7

0.75

0.8

0.85

0.9

0.95

1

1.05

1.1

1
9
98

1
9
99

2
0
00

2
0
01

2
0
02

2
0
03

2
0
04

2
0
05

2
0
06

2
0
07

2
0
08

2
0
09

2
0
10

2
0
11

2
0
12

2
0
13

2
0
14

2
0
15

2
0
16

2
0
17

2
0
18

2
0
19

2
0
20

2
0
21

潮
位
(
T.
P
.
m)

年

朔望平均満潮位 近5ヶ年平均 近10ヶ年平均

近15ヶ年平均 近20ヶ年平均

0.7

0.75

0.8

0.85

0.9

0.95

1

1.05

1.1

1
99
8

1
99
9

2
00
0

2
00
1

2
00
2

2
00
3

2
00
4

2
00
5

2
00
6

2
00
7

2
00
8

2
00
9

2
01
0

2
01
1

2
01
2

2
01
3

2
01
4

2
01
5

2
01
6

2
01
7

2
01
8

2
01
9

2
02
0

2
02
1

潮
位
(
T.
P
.
m)

年

朔望平均満潮位 近5ヶ年平均 近10ヶ年平均 近15ヶ年平均

高松検潮所
（讃岐阿波沿岸）

小松島検潮所
（紀伊水道西沿岸）

阿波由岐検潮所
（海部灘沿岸）

阿波由岐検潮所の観測は2005年7月から

平均期間を変えても、算定結果は±１ｃｍ程度に収まる
⇒気象庁の整理方法にならい、近５か年の平均値を採用
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2. 平均海面上昇量の評価（朔望平均満潮位の更新）

 観測期間の長い気象庁の高松、小松島、阿波由岐検潮所の年平均潮位の経年変化を整理。
 近年（1986年以降）は、いずれも上昇傾向にあり、観測所ごとの年平均上昇量を整理。

• 2.3 将来予測される平均海面水位の上昇量の設定

高松、小松島、阿波由岐検潮所（気象庁）の年平均潮位の経年変化

高松検潮所の平均潮位は
1986年以降上昇傾向にある。

平均潮位の1986年
以降の上昇トレンド
2.7mm/年(直線近似)

小松島検潮所の平均潮位は
1986年以降上昇傾向にある。

阿波由岐検潮所の平均潮位は
2006年以降上昇傾向にある。

阿波由岐検潮所の観測
は2005年7月から

平均潮位の1986年
以降の上昇トレンド
2.4mm/年(直線近似)

平均潮位の2006年
以降の上昇トレンド
3.3mm/年(直線近似)

※年平均潮位の傾向を把握するため移動平均(5年)を図示
潮位の上昇トレンドは年平均潮位を直線近似して算定

高松検潮所
（讃岐阿波沿岸）

小松島検潮所
（紀伊水道西沿岸）

阿波由岐検潮所
（海部灘沿岸）
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2. 平均海面上昇量の評価（朔望平均満潮位の更新）

 「日本の気候変動2020」では、20世紀末から21世紀末までの平均海面水位上昇量（96年間の上昇量）の平均値を、
徳島県が位置する領域Ⅲで0.39m（2℃上昇シナリオ）、0.74m（4℃上昇シナリオ）と予測している。

 1年あたりの水位上昇量を計算すると4.1mm/年 （ 2℃上昇シナリオ）、7.7mm/年（ 4℃上昇シナリオ）となる。

• 2.3 将来予測される平均海面水位の上昇量の設定
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時期 20世紀末（1986〜2005年の平均） 〜 21世紀末（2081〜2100年の平均） ※96年間

シナリオ

⽇本沿岸の平均海⾯⽔位の上昇量
世界の平均海⾯
⽔位の上昇量領域Ⅰ

北海道・東北地⽅の沿岸
領域Ⅱ

関東・東海地⽅の沿岸

領域Ⅲ
近畿〜九州地⽅の
太平洋側沿岸

領域Ⅳ
北陸地⽅から九州地⽅の

東シナ海側沿岸

2℃上昇シナリオ
（RCP2.6）

0.38m
（0.22〜0.55m）

0.38m
（0.21〜0.55m）

0.39m
（0.22〜0.56m）

0.39m
（0.23〜0.55m）

0.39m
（0.26〜0.53m）

4℃上昇シナリオ
（RCP8.5）

0.70m
（0.45〜0.95m）

0.70m
（0.45〜0.95m）

0.74m
（0.47〜1.00m）

0.73m
（0.47〜0.98m）

0.71m
（0.51〜0.92m）

下段の（ ）内の数値は、95％信頼区間を示す。徳島県

徳島県
(0.39m)

⽔位
上昇量
0.39m

⽔位
上昇量
0.74m

21世紀末の
平均海面水位
(RCP2.6)

20世紀末の
平均海面水位

21世紀末の
平均海面水位
(RCP8.5)

96年間

96年間

1年間

⽔位上昇量
0.0041m
(4.1mm)

96分割
⽔位上昇量
0.0077m
(7.7mm)

1年間

96分割

2℃上昇
シナリオ

1年あたりの水位上昇量の考え方

4℃上昇
シナリオ



2. 平均海面上昇量の評価（朔望平均満潮位の更新）

 ①実績潮位の上昇トレンドと②気象庁の整理を比較し、2100年時点における平均海面水位の上昇量を設定。
 最新の朔望平均満潮位に、2100年時点における平均海面水位の上昇量を加えて、将来気候下における朔望平均

満潮位を設定。

• 2.4 気候変動を踏まえた朔望平均満潮位の設定

項目 ①実績潮位（平均潮位）の上昇トレンド ②気象庁の予測
（日本の気候変動2020）

沿岸、エリア 讃岐阿波 紀伊⽔道⻄ 海部灘 領域Ⅲ

検潮所 高松 小松島 阿波由岐 ー ー

1年あたりの⽔位上昇量 ＋2.7mm/年 ＋2.4mm/年 ＋3.3mm/年 ＋4.1mm/年
（２℃上昇）

＋7.7mm/年
（４℃上昇）

2100年までの⽔位上昇量
（2021〜2100年＝79年間） 21cm 19cm 26cm 32cm 61cm

2100年時点における平均海面水位の上昇量の設定

2100年時点における朔望平均満潮位の設定

沿岸
①朔望平均満潮位
（2021年時点）

※2017〜2021年の平均値
②平均海面水位上昇量

朔望平均満潮位
（2100年時点）

※①＋②

讃岐阿波沿岸
T.P.+1.066m（三本松検潮所）

2℃上昇シナリオ 32cm T.P.+1.386m

4℃上昇シナリオ 61cm T.P.+1.676m

T.P.+1.280m（高松検潮所）
2℃上昇シナリオ 32cm T.P.+1.600m

4℃上昇シナリオ 61cm T.P.+1.890m

紀伊⽔道⻄沿岸 T.P.+0.911m（小松島検潮所）
2℃上昇シナリオ 32cm T.P.+1.231m

4℃上昇シナリオ 61cm T.P.+1.522m

海部灘沿岸 T.P.+0.944m（阿波由岐検潮所）
2℃上昇シナリオ 32cm T.P.+1.264m

4℃上昇シナリオ 61cm T.P.+1.554m
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3. 将来の高潮外力の推算手法

 気候変動を踏まえた潮位偏差（高潮）や波浪の推算方法は、大きく２つに区分（A：想定台風、B不特定多数の台風）
 現行外力の設定方法（既往最大値 OR 確率評価）に応じて、推算方法を選定する

表 ： 潮位偏差及び波浪の長期変化量の推算方法

出典：令和3年8月2日 課長補佐事務連絡
気候変動の影響を踏まえた海岸保全施設の計画外力の設定方法等について

東京都
大阪府 等

大阪府 等

現行の外力の設定方法に応じて、将来の外力の推算方法
を選定する必要がある。

①現行外力が既往最大値で設定されている場合
例）本県の計画潮位は第⼆室⼾台⾵時の実績潮位が⽤いられている。

→ 右表Ａ：想定台⾵を対象とした手法で推算
（概要）将来気候下で、現在の想定台⾵と同じ頻度

で発生しうる台⾵条件を設定し、その際の
外力（潮位、波浪）を推算

※このうち、A-1パラメトリック台⾵モデルは従来から高潮推算で
⽤いられてきた手法であり、これを採⽤。
※今回は、下記のB-1も併せて行い、上記で算定される潮位偏差の
生起確率を評価する。

②現行外力が確率評価で決定されている場合
例）本県の計画波浪は確率波浪が⽤いられている。

旧河川局、港湾局所管海岸 ５０年確率波浪
⽔産庁、林野庁所管海岸 ３０年確率波浪

→ 右表Ｂ：不特定多数の台⾵を対象とした手法で推算
（概要）d2PDF、d4PDFの中で発生する全台⾵を

対象に、波浪や潮位の推算を行い、現行
計画と同じ生起確率となる値を採⽤

※このうち、B-1全球、領域気候モデルはd4PDF、d2PDFデータを
直接利⽤するものであり、適⽤性が高いことから、本県でも採⽤。

気候変動を踏まえた外力設定の基本的な考え方
→ 気候変動後も現行計画と同じ安全度を確保する。
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3. 将来の高潮外力の推算手法

 潮位偏差・波浪の観測記録から、上位の台風（20位以内）をそれぞれ整理。
 最大の暴風域半径（388.9km）を目安とし、徳島県を中心とした東西に400kmの範囲を通過する台風を抽出。

台風
潮位偏差（m） 有義波高（m） 中心気圧

最低値
（hPa）

最大風速
（m/s）

暴風域
半径

（km）
小松島 阿波由岐 高知港 室津港 小松島

1961年18号 1.48 910
1965年23号 1.11 940
1968年04号 0.66 955
1975年06号 1.19 965
1979年20号 0.76 950 46.3 277.8
1987年17号 0.94 950 41.2 185.2
1989年17号 0.76 975 28.3 55.6
1996年12号 6.32 960 38.6 185.2
1997年08号 6.39 6.31 970 33.4 277.8
1997年09号 0.89 3.51 940 43.7 240.8
1997年19号 6.96 2.86 950 41.2 240.8
1998年07号 960 38.6 185.2
1998年10号 0.7 7.08 7.19 3.30 975 30.9 166.7
1999年18号 6.34 930 46.3 203.7
2003年04号 6.02 980 28.3 74.1
2003年10号 0.8 6.26 3.71 945 43.7 388.9
2004年06号 0.88 6.33 6.36 4.22 945 43.7 277.8
2004年10号 0.71 3.21 935 43.7 222.2
2004年16号 7.01 6.42 3.15 935 46.3 277.8
2004年18号 7.17 6.56 925 48.9 370.4
2004年23号 0.92 3.98 950 41.2 333.4
2005年14号 8.58 6.99 935 43.7 296.3
2007年04号 8.11 6.18 930 48.9 277.8
2007年05号 6.36 945 46.3 185.2
2009年18号 6.40 940 43.7 222.2
2011年06号 0.73 0.74 8.06 7.87 4.38 950 41.2 222.2
2011年12号 0.85 0.85 4.75 970 25.7 暴風域無し

2011年15号 0.58 940 43.7 185.2
2012年04号 6.97 7.38 950 41.2 277.8
2012年17号 930 46.3 222.2
2013年18号 3.01 960 33.4 185.2
2014年11号 0.78 0.8 8.16 6.77 4.49 945 41.2 185.2
2014年18号 6.15 6.60 935 48.9 185.2
2014年19号 0.58 7.68 7.25 945 43.7 277.8
2015年11号 0.88 0.86 6.49 5.71 945 43.7 185.2
2016年16号 6.64 3.31 940 48.9 111.1
2017年18号 8.49 3.42 935 48.9 203.7
2018年20号 0.75 0.84 4.77 950 43.7 222.2
2018年21号 0.97 1.03 7.37 5.27 940 46.3 222.2
2018年24号 0.78 0.94 6.39 3.25 950 43.7 277.8
2019年10号 6.62 3.11 965 28.3 333.4
2019年19号 4.44 925 48.9 370.4
2020年10号 6.68 6.01 925 48.9 314.8
2021年09号 6.32 984 23.2 暴風域無し

400km400km

■いずれかの観測所で上位20位に入る台風リスト※

■台風抽出範囲（徳島県を中心として東西に400kmの範囲）

最大値
≒400km

■d4PDF/d2PDF台風トラックデータの抽出結果

過去実験 2℃上昇実験 4℃上昇実験

過去実験
1951～2010

2℃上昇実験
2031～2090

4℃上昇実験
2051～2110

年数 6,000年 3,240年 5,400年
抽出台風数 10,276個 4,844個 5,937個

緯度：34.04
経度：130.30～138.98データ

なし

データ
なし

データ
なし

8※阿波由岐は観測期間が短いため、小松島で潮位偏差が高くなった事象の値を整理。



3. 将来の高潮外力の推算手法

 将来気候下で、現行の想定台風と同等の生起確率となる台風条件（＝台風中心気圧）を設定し、その際の外力を
推算して、将来の計画外力とする。

過去台風の
中心気圧の抽出（図１）
（徳島県周辺通過時）

d4PDF/d2PDFに含まれる
台風の中心気圧の抽出（図１）

（徳島県周辺通過時）

d4PDF/d2PDFに含まれる台風の
中心気圧の確率統計処理

(確率分布曲線作成）

第二室戸台風と同じ生起確率となる
台風中心気圧の決定（図２）

中心気圧の確率統計処理
(確率分布曲線作成）

第二室戸台風の中心気圧
の生起確率の設定(図２）

生起確率

台風条件の決定

高潮推算の実施

潮位偏差の沿岸分布設定

計画潮位の設定
図２ 第二室戸台風の中心気圧と同じ生起確率の
中心気圧を決定するイメージ

図１ 台風の抽出イメージ
※徳島県周辺を通過する際の中心気圧を抽出

検討手順
本県で第二室戸台風を対象に計画潮位を
設定するイメージ

• 3.1 A:想定台風を対象とした手法 （A-1パラメトリック台風モデル）の概要

B-1 全球気候モデル
の解析を行い、
確率分布を分析

生起確率
の評価

9



3. 将来の高潮外力の推算手法

 将来気候下で発生する全台風を対象に推算を行い、推算地点の値を確率処理して、現行計画と同じ確率規模の
値を将来の計画外力とする。

図１ 台風の経路の選定イメージ

当県に影響を及ぼし得る
台風経路の選定

（過去台風、海象観測値整理）

d4PDF/d2PDFから
上記経路に含まれる全台風抽出

抽出した全台風対象
を対象とした波浪推算

現行計画の評価地点の
計算結果の抽出

波浪推算結果の確率統計処理

現行計画と同じ生起確率の値を
計画波浪に設定（1/50 or 1/30）

代表台風（100ケース程度※）
を対象とした波浪推算

現行計画の評価地点の
簡易推定式の設定

抽出した全台風対象を対象とした
簡易推定式による波浪の推定

※全数の波浪推算を行う代わりに
簡易推定式を⽤いる場合

検討手順
本県で確率波浪を算定して、計画波浪を
設定するイメージ

• 3.2 B:不特定多数の台風を対象とした手法 （B-1 全球気候モデル、領域気候モデル）の概要

潮位偏差も同様の手順で実施し、
推算結果の確率統計処理を実施する。

⇒ A-1 パラメトリック台風による
潮位偏差の推算結果の生起確率の評価に使用

※下記の論文を参考に設定する。
「大規模アンサンブル気候予測データベース
(d4PDF)を用いた高潮・波浪に対する気候変動の
影響評価の効率化手法の検討, 土木学会論文集
B2 (海岸工学), 2022.」

10

※前出
東⻄400kmを通過する台⾵



4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.1 推算モデルの概要

 「高潮浸水想定区域図作成の手引きVER.2.10（R3.7）」を参考とし、以下のモデル構成とする。

気圧・⾵場の推算モデル

気圧場の推算 ⾵場の推算

気圧の平面分布

波浪等の推算モデル

高潮の推算モデル

連続式 運動方程式

高潮偏差の平面分布

波浪推算・波浪変形計算

波高の平面分布等
⾵場の平面分布

気圧場
（ ）

風場
（⾵向・⾵速） 波浪

（波高・周期等）

高潮
（潮位偏差）

ラディエーションストレス

〇台⾵による高潮シミュレーションのモデル構成（イメージ図）

11



4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.2 推算モデルの基礎式

 各推算モデルの基礎式を以下に示す。

〇波浪等の推算モデル（スペクトル法）

〇気圧・⾵場の推算モデル（Myersの式） 〇高潮の推算モデル（⾮線形⻑波方程式）

※出典：「高潮浸水想定区域図作成の手引きVer.2.10」R3.7

※出典：「高潮浸水想定区域図作成の手引きVer.2.10」R3.7
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【基礎方程式、SWANモデル】

ここに、N(σ,θ)：波作用量スペクトル、E(σ,θ)：方向スペクトル、
σ：角周波数、θ：波向、S：エネルギーソース項

【台風の気圧分布の推定式、Myersの式 】

ｒは台風中心からの距離、P(r)は地点における気圧、Pcは
台風中心の気圧、ΔPは台風の中心示度、ｒ₀は台風半径（最
大旋風風速半径）である。

【傾度風速の推定式】
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4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.3 推算モデルの計算領域

 台風に伴う潮位偏差および波浪の時々刻々の変化を推算するため、計算領域は太平洋沖に十分広く確保した。
 外洋から沿岸かけて7290～10m格子の計算領域を設定。各種推算結果は、領域外縁部で順に接続する。（ネスティ

ング）

〇計算領域図（7,290m→10mメッシュ）

第1領域(7290m)

第2領域(2430m)

第3領域(810m)

第4領域(270m)

第4領域(270m)

第5領域(90m)

第6領域(30m)

第7領域(10m)

13



4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.4 推算モデルの再現検証

 代表台風の再現計算を実施する。その結果より、最適なモデル定数（ C1,C2 ）を検証する。
 解析条件表を以下に示す。風速変換係数C1,C2、検証台風、検証対象地点の設定ついては後述する。

項目 モデルの再現性検証のための解析条件

解析対象範囲
南北方向：約2,500km、東西方向：約2,800km

（7,290mメッシュの解析領域）

解析格子サイズ Δx=Δy=7,290m→2,430m→810m→270m→90m→30m→10mネスティング

地形データ 現況地形（令和2年1月公表の高潮浸水想定区域検討で使用したデータ）

台風諸元

中心気圧、台風経路、移動速度：各台風の実績値（気象庁ベストトラック）

①第二室戸台風、②T0423、③T0514、④T1411、⑤T1511、⑥T1821

※徳島沿岸で潮位偏差・波浪が大きい代表台風を選定し実績諸元を設定

初期潮位 検証期間の天文潮位（小松島観測所）の最大値

河川流量 河川流量は考慮しない

気
圧
・風
場
推
算

気圧場モデル Myersの式

風場モデル 傾度風の式

計算条件

風速変換係数C1,C2は再現性の高い値を比較の上設定

傾度風の風向：30°※高潮浸水想定区域図作成の手引き Ver.2.10（R3.7）に準拠

最大旋風風速半径：加藤の式

波
浪
推
算

モデル スペクトル法（第三世代波浪推算モデル：ＳＷＡＮ）

計算条件
地形条件：現況地形（令和4年度末時点）

メッシュ分割：上記の「解析格子サイズ」参照（最小メッシュサイズ10m）

高
潮
推
算

モデル 非線形長波方程式モデル（コリオリ力、気圧変動、海面摩擦を考慮）

計算条件

地形条件：現況地形（令和4年度末時点）

メッシュ分割：上記の「解析格子サイズ」参照（最小メッシュサイズ10m）

粗度係数：水域は一律、マニングの粗度係数ｎ＝0.025

本検討では陸域への浸水は考慮しないため、陸域は未設定

海面抵抗係数：本多・光易(1980)式を基本に風速45m/sで上限設定

計算時間間隔：CFL条件を満たすように設定

〇再現検証の解析条件表

14



• 4.5 再現計算に基づく台風モデル風速変換係数C1､C2について

 変換係数C1,C2は、台風モデルで算定される風速の高潮への寄与度を示す係数である。物理的な値ではなく、実績
台風の検証計算を踏まえて設定される定数であり、実績台風の再現性を踏まえて設定する。

※出典：「高潮浸水想定区域図作成の手引きVer.2.10」R3.7

〇最新の手引きにおける変換係数C1,C2に関する記述

4. 将来の高潮外力の推算モデル
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4. 将来の高潮外力の推算モデル

 徳島県沿岸域における潮位偏差、波浪の観測値が大きかった代表的な台風を、経路に偏りがないよう選定。

• 4.6 検証対象台風、検証地点について

○検証対象台⾵

No. 台風名
検証対象
とした根拠

検証

気圧
風向
風速

波浪
潮位
偏差

1
1961年（S36）
台風18号（第二室戸台風）

潮位偏差大
（小松島既往最大）

○
○

2
2004年（H16）
台風23号（T0423）

潮位偏差大
（小松島既往6位）

○ ○

3
2005年（H17）
台風14号（T0514）

有義波高大
（高知港既往最大）

○ ○

4
2014年（H26）
台風11号（T1411）

徳島県で被害実績大
潮位偏差大

（小松島既往12位）

○
○

5
2015年（H27）
台風11号（T1511）

有義波高大
（徳島小松島港既往最大）

○ ○

6
2018年（H30）
台風21号（T1821）

有義波高大
（徳島小松島港既往2位）

潮位偏差大
（小松島既往4位）

○ ○ ○

○検証地点
気圧、⾵向⾵速の検証地点

波浪、潮位の検証地点

：気圧・⾵向⾵速観測所（10か所）
：⾵向⾵速観測所（8か所）

：波浪観測所（4か所）
：潮位観測所（7か所）

 検証対象台風は、徳島沿岸の主要観測所における潮位偏差と波高が
大きい台風を選定した後、経路に偏りがないよう代表的な台風を選定
した。

 気圧、風向風速の検証対象台風は、潮位偏差および波浪の検証対象
台風とした。

 気圧、風向風速の検証地点は、徳島県周辺の観測所に加え、太平洋
に面する主要な観測所も対象とした。 16



4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.7 検証対象台風の経路図

1961年（S36）台風18号（第二室戸台風） 2004年（H16）台風23号（T0423） 2005年（H17）台風14号（T0514）

2014年（H26）台風11号（T1411） 2015年（H27）台風11号（T1511） 2018年（H30）台風21号（T1821）

17
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 気圧は、いずれの台風も各検証地点で再現性が高い。
 風速は、計算結果が実測に対して計算結果が大きくなる傾向。風向は、強風時の再現性は良好。

4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.8 推算モデルの再現検証結果（気圧、風向・風速）

検証地点（観測所）

：気圧・⾵向⾵速観測所（10か所）
：⾵向⾵速観測所（8か所）

2018年（H30）台風21号（T1821）
台⾵経路

18

風速が大きくなる時間
帯は風向の再現性は
良好
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4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.8 推算モデルの再現検証結果（気圧、風向・風速）

2018年（H30）台風21号（T1821）
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GPV検証地点（沖合）

台⾵経路

 気象庁が公開している数値予報GPVデータより、海上風の再現性を確認した。
 気圧および風速、風向の再現性は、いずれの台風も各検証地点で高い結果となった。



4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.8 推算モデルの再現検証結果（波浪）

2018年（H30）
台風21号（T1821）

 有義波高及び有義周期に対し、C1,C2を変化させた計算を行い、再現性の高い係数を検討。
 小松島や高知室戸沖の再現性は高い傾向にある。

検証地点（観測所）台⾵経路
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4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.8 推算モデルの再現検証結果（潮位偏差）

2018年（H30）台風21号（T1821）

 C1、C2を変化させた計算の結果、ピーク付近で係数の違いによる差が現れる傾向。
 実測の偏差の大きい、T1821,第２室戸台風では、C1,C2=0.80の場合にピークの再現性が高

いことから、C1,C2は0.80を採用する。

1961年（S36）台風18号（第二室戸台風）
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※台風時に観測されていない



2014年（H26）台風11号（T1411）2004年（H16）台風23号（T0423）

4. 将来の高潮外力の推算モデル

• 4.8 推算モデルの再現検証結果（潮位偏差）

 C1、C2を変化させた計算の結果、ピーク付近で係数の違いによる差が現れる傾向。
 実測の偏差の大きい、T1821,第２室戸台風では、C1,C2=0.80の場合にピークの再現性が高

いことから、C1,C2は0.80を採用する。
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※台風時に観測されていない



5. 検討方針（案） 総括

 整理結果を踏まえ、本沿岸における計画外力の検討方針を総括

項 目 検討方針（案） 設定値、設定方法

海岸保全の目標
・RCP2.6(2℃上昇相当)とする。
・RCP8.5(4℃上昇相当) も考慮する

・RCP2.6(2℃上昇相当)とする。
・RCP8.5(4℃上昇相当) も考慮（検討）する。

評価時点 ・2100年（21世紀末） ・2100年（21世紀末）

海面水位

・最新の朔望平均満潮位に、2100年（21世紀
末）に予測される平均海面水位の上昇量を
加える。

【評価地点】 三本松、高松、小松島、阿波由岐検潮所
【評価時点（2100年時点）の朔望平均満潮位】

潮位偏差
(計画偏差)

・気候変動の影響を考慮した大規模アンサン
ブル気候予測データベース（d4PDF等）を活
用して、将来的に予測される変動量を推算
する。

【 手 法 】A-1 パラメトリック台風モデル
【台風条件】d4PDF等に基づき、将来気候下における第二室

戸台風と同じ生起確率となる条件を2℃、4℃上
昇相当下で設定

【設定方法】高潮推算モデルにより評価地点毎に潮位偏差を
算定

波浪
（計画波）

【 手 法 】B-1 全球気候モデル台風を採用
【台風条件】d4PDF等に含まれる台風のうち、当県に影響を

及ぼし得る経路を通る全台風
【設定方法】波浪推算モデルにより評価地点毎に波浪（波高、

周期）を算定し、確率評価により現行防護水準
相当の波浪を設定
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最新の朔望
平均満潮位
(2021年時点)

T.P.+1.066m（三本松）
T.P.+1.280m（高松）

T.P.+0,911m
（小松島）

T.P.+0.944m
（阿波由岐）

2100年時点
の朔望平均
満潮位

T.P.+1.231m T.P.+1.264m

平均海面水位の上昇量
（2℃上昇相当）

【讃岐阿波沿岸】 【紀伊水道西沿岸】 【海部灘沿岸】

T.P.+1.386m（三本松）
T.P.+1.600m（高松）

+0.32m


